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[研究] 

・法制史学会より依頼を受け、上田理恵子氏の「オーストリア諸邦における宮廷代理業者―啓蒙期から三月前期を中心に」（『法制史

研究』73号））を書評した（『法制史研究』75号掲載）。 

・令和７年５月に刊行された山内進・屋敷二郎編『よくわかる西洋法制史』（ミネルヴァ書房）では、第７章「近代法の枠組み」の編著者を

務めたほか、第８章「近代法システムへの懐疑と新潮流」の第８節と第９節を執筆した。  

 

[教育]  

・学部では「法学の基礎」、「西洋法制史」、「法政導入演習」、「演習Ⅰ・Ⅱ」を担当した。「法政導入演習」では、「ジェンダーと法」をテー

マにグループワークを行い、各グループにプレゼンテーションおよび質疑応答を実践してもらった。最後に、自らが取り組んだ課題につ

いてのレポートを執筆してもらった。 

・法学研究科の「西洋法史」・「西洋法制史特殊講義」では、履修者の修士論文・博士論文のテーマに沿った形で、ヨーロッパの法思想

家を取り上げ、議論した。 

・高等司法研究科では「法理論」をオムニバスで担当した。 

 

[管理運営］ 

・令和６年度に引き続き、法学研究科の教務委員長を務めた。６月の大学院説明会では、新たな試みとして開催時間帯を学部生も参

加できるお昼休みに設定し、また登壇する大学院生を２人に増やした。また、学部生の大学院進学を促進する目的から、11月に「研

究者・大学教員」の魅力を伝える講演会を初めて開催し、その立案から準備に至るまで担当した。 

 また長谷川副研究科長の下で、研究者養成に係る課題を話し合うワーキンググループが立ち上げられ、法学研究科の現状や課題

について報告を行った。 

・令和６年度に引き続き、法学会運営委員を務めた。特に編集委員として『阪大法学』の刊行に係る作業を担当した。 

 

[社会貢献］ 

【公益団体】 

（１）公益財団法人「東海ジェンダー研究所」の評議員を務めた。 

【地方自治体】 

（１）大阪府では、①「情報公開審査会」において会長代理・第二部会長を、②「人権施策推進審議会」において委員を、それぞれ務め

た。 

（２）大阪市では、①「人権施策推進審議会」において委員を、②「市民局ダイバーシティ推進室人権啓発・相談事業等委託業者選定

委員」（令和７年６月～８月）を、それぞれ務めた。 

（３）関西広域連合では、「情報公開審査会・個人情報保護審議会」委員を務めた。 

（４）和泉市では、「情報公開・個人情報保護審査会」、「行政不服審査会」、「政治倫理審査会」でそれぞれ委員を務めた。また、「人権

擁護審議会」では副会長を務めた。 

【啓蒙的活動】 

（１）大阪府立高津高校の進路講演会において、模擬授業を行い、法学という学問の面白さを伝えるとともに、大阪大学法学部のPRを

行った。 
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